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 山々の青葉がいっそうあざやかに、いっそう深くなってきました。田植えをしている田んぼが多くなりまし
た。吉野町の夏がいよいよやってくるのだと季節のうつろいを感じます。気象庁の予報では、全国的に気温が
高い夏になると予想されています。今から暑さ対策をしておく必要があるようです。 

 

小学校 

５月２４日、５月３１日は、偶数学年、奇数学年に分けての授業参観、懇談会にお越しいただきありが 

とうございました。子どもたちは、お家の人を見つけるとうれしそうにしていましたね。参観後の懇談会  

では、貴重な意見交換の時間になったようですね。今後も、ともに子どもたちのよりよい成長に向けて考  

えていけたら、見守っていけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

中学校 

５月３０日、５月３１日は、本年度最初の中間テストでした。自分のもてる実力を存分に発揮できたで 

しょうか。１年生は初めての中間テストでしたね。これからは、このようなテスト形態になりますよ。子 

どもたちが中間テストに集中できるよう、家庭での生活を支えてくださりありがとうございます。子ども 

たちが希望する進路に向けて、「学習の標」をもとにした家庭学習のすすめもよろしくお願いいたします。 

※中学校の修学旅行の様子は、６月に実施する小学校の修学旅行の様子と合わせてお伝えします。 

 

学級園の様子から飛躍してしまいました。『心を用いる』 
 
 私は農作業が好きです。父とともに二枚ある畑で野菜、果実を育てています。というか、珍しい品種の野菜、
果実を見つけてはそれらを取り寄せて畑に植え、どんな野菜、果実が収穫されるのかを楽しみにしながら実験
しています。昨年は、デストロイヤーという品種のジャガイモを植えました。レスラー仮面のような赤色と赤
紫色のまだら模様の外見が特徴です。土を掘ってデストロイヤーが出てきたときは、その特徴ある外見に驚き
ました。 

 学校の学級園ではそのような突拍子もない実験はせず、各学年で考えた、安定した収穫が望める野菜を育て
ています。トマト、キュウリ、オクラ、ピーマン、などなど。水やり、草引きなどの手入れは、役割分担して
いるようです。手入れをしている子どもたちに出くわすと、私も一緒にやりたくなります。 

 手入れをしていると、野菜たちと心の会話ができます。「葉の数が多くなった。」「丈が伸びた。」「小さ
かった実が大きくなってきた。」自分がこれらのことを心のなかでつぶやいてみたり、または音声として発し
てみたりすることが、物言わぬ野菜たちが訴えかけていることを受け取ったことになるのだと思います。「も
っと葉の数を増やしてね。」「もっと大きくなってね。」と呼びかけながら、こうしたらいいんじゃないかと
考えたお世話をすると、野菜たちは、それらの思いに応えてくれることでしょう。 

 私たちの生活で、相手を思いやることは大切なことだとされています。相手を思いやるときに、相手がこう
してほしいんじゃないかな。こんなことすると生活しやすくなるんじゃないかな。などと考えることがあるで
しょう。あら、学級園の野菜をお世話する状況と少し似ていますね。 

 私たちの生活のなかで、物言わぬものに対して思いやりの心を用いる場面を少し捜してみると、案外見つか
るものです。 

 慌ててしまうとき、かかとのある靴のかかと部分を踏んでしまってないでしょうか。靴のかかとは、あなた
の正しい姿勢を保つためにある大事な靴のパーツです。かかとは靴の命とも言われているようです。このよう
な役割を果たしている靴のかかとは、あなたに踏まれたいと思っているのでしょうか。 

 急いでいるとき、または、めんどうだと思ってしまったとき、使い終わって不要になったものをそのままポ
イ、見えないところへ投げてポイ、となっていませんか。使い終わる前は、必要だったはずですよね。ものは、
不要になったとたんに軽い気持ちで捨てられたいと思っているのでしょうか。 

 いかがでしょうか。二つ見つけました。 

 思いやりの心は、ふだんの生活のなかからでも育てることができるようですね。相手を思いやる心。そのと
き、その場でのふさわしい行いを考え、実行できる力。大切なときに、当たり前に自分の力として出すことが
できるよう、ふだんから心を用いることを心がけていきたいものです。 

 

◎ 今年度最初の歯科検診をしていただきました。歯は一生使っていくものなので、小学生、中学生のとき  

に適切な手入れと治療がなされている人が多いのはよいと、担当してくださった歯科医の方々が話され
ていました。ただ、虫歯になっている児童生徒は一定数いますので、早期の治療をお願いします。 

歯科検診がある日に備えて自分の口腔内をふだんから整えておく。検診する人も、検診を受ける人もお
互いが気持ちよくできるというのは、マナーの一つですね。６月は内科検診があります。 

◎ ５月３０日に、草刈りボランティアの方々１８名で学校敷地内の草刈りをしてくださいました。草が伸 

び始めて気になっていたところでした。本当にありがとうございました。 

◎ 学年での活動(遠足を含む)が多くなる時期です。安全に、楽しく一つひとつの活動をやりとげましょう。 
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